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論文内容の要旨
本論文はインジウムヒドリドの生成と、その合成的利用に関する研究の成果をまとめたものである。その構成は、
緒言、本論 3 章、および総括からなっている o
緒言では、本研究の目的と意義およびその背景について述べた。特に、インジウムヒドリド種が、同族のアルミニ
ウムやホウ素化合物と比較して、合成的利用がなされていないこと、および還元剤としての利用の可能性について示
し fこo
第 l 章では、インジウムヒドリドがラジカル性を有することを明らかにし、アルキルハライドやアリールハライド
の脱ハロゲン化を利用した分子内環化反応や分子間カップリング反応について述べた。またこの反応は、ハライドと
等量のヒドリド源存在下、触媒量の塩化インジウムを用いても効率よく進行することを示した。ヒドリド源としてス
ズヒドリド、およびホウ素ヒドリドが使用可能であることを見いだした。
第 2 章では、インジウムヒドリドのイオン的な還元反応性をあきらかにし、 α ， β 一不飽和ケトンに対して特異的
な官能基選択性を示すことをみいだした。さらにその特性を活かしてアルデヒド共存下での α ， β 一不飽和ケトンの
還元的アルドール反応を開発した。また、この還元的アルドール反応がアルコールや水などの存在下でも進行するこ
と、およびその立体選択性が溶媒により完全に逆転することも示した。
第 3 章では、インジウムヒドリドの反応性がホスフィンの配位により制御されることを、酸塩化物の還元反応を例
にあげて述べた。さらには酸塩化物とアリルインジウムとのカップリンクー反応への展開についての結果も示した。
総括では、以上の研究結果を要約し、本研究より見いだされた反応が、インジウムヒドリド、の特異性に基つH 、たも
のであることを述べた。
論文審査の結果の要旨
本論文はインジウムヒドリドの生成と、その合成的利用に関する研究について述べている。以下にその要約を示す。
(1) インジウムヒドリドがラジカル性を有することが明らかにされ、アルキルハライドやアリールハライドの脱ハロ
ゲン化を利用した分子内環化反応や分子間カップリング反応結果について述べられているo またこの反応が、ハラ
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イドと等量のヒドリド源存在下、触媒量の塩化インジウムを用いても効率よく進行することを示し、さらにヒドリ
ド源としてスズヒドリド、およびホウ素ヒドリドが使用可能であることが確認されているo
(2) インジウムヒドリドのイオン的な還元反応性が明らかにされ、 α ， β-不飽和ケトンに対して特異的な官能基選
択性を示すことについて述べられている。さらにその特性を活かしたアルデヒド共存下での α ， β-不飽和ケトン
の還元的アルドール反応が開発され、この反応がアルコールや水などの存在下でも進行すること、およびその立体
選択性が溶媒により完全に逆転することも示されているo
(3) インジウムヒドリドの反応性がホスフィンの配位により制御されることが、酸塩化物の還元反応例から述べられ
ている。さらには酸塩化物とアリルインジウムとのカップリング、反応への展開についての結果も示されている。
以上のように、本論文では、インジウムヒドリドがラジカル性およびイオン性の両方の性質を有し、同族のアルミ
ニウムやホウ素誘導体とは異なった特性を有することが見いだされているo すなわち、インジウムヒドリドは代表的
なラジカル還元剤であるトリプチルスズヒドリドに代わり得る試剤として用いられること、またイオン的な反応も進
行し、立体選択的なエノンの還元的アルドール反応が達成されること、さらには添加剤の配位により、求核性の向上
とルイス酸性度の低下が同時に起こり反応性の制御が可能であることが見いだされており、インジウム特有の性質が
明らかにされている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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